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1  は  し  め に

青森県における野菜の施設生産は夏秋期のトマトが中心

となっているが,冬春期は休閑していることが多く,周年

栽培による施設の利用拡大が望まれている。そこで,1998

年からトマトの後作として,4月 どリダイコンの品種とは

種期を検討してきた。

ここでは11月 中旬は種の作型で,ポ リフィルム,保温マッ

ト,不織布等の保温資材を用いて,保温方法と生育及び収

量の関係を検討したので報告する。

2試 験 方 法

(D 試験場所及び試験区の構成・規模

試験は,1999年に青森県畑作園芸試験場 (青森県上北郡

六戸町柳沢)内のパイプハウス (土壌型 :表層多腐食質黒

ボク土)で実施した。品種は冬春期に無加温のハウスで栽

培しても,揃いがよく,抽だいが少ない「べっぴん」を用

いた。また,試験区の構成を表 1に示した。

保温資材は,各区ともは種時から被覆した。①,②区で

使用した保温マットは,16時から翌朝 8時までの夜間にポ

リトンネルまたは不織布の上から2重になるように被覆し

た。また,換気は日中30℃を目安とし,①のポリフィルム

を用いた区では2月 15日 に穴あけ換気.3月 15日裾上げ換

気を開始した。 3月 22日 にはポリフィルムと不織布をそれ

ぞれ除去し,保温マットを使用している区では4月 3日 に

除去した。それぞれの区は 1区あたり5ずで,2区制で実

施した。

12)耕種概要

うね幅160仰 ,株間30cll,条間35cmで 3条マルチを使用

した。マルチはグリーンのセラミックとポリエチレンの複

合素材で作られたセラミックフィルム (セ ランート)を用
いた。施肥は全量基肥とし,尿素複合燐加安777号を用い

て窒素,り ん酸,加里をそれぞれ la当たり l kg施用した。

は種は11月 12日 に行った。

3)調査方法
は種後 9週目の 1月 12日 に,1区当たり30株の地上部の

生育を調査した。は種後18週目の 3月 15日 には,各区20株

を掘り取り,地「 部,地下部の生育を調査した。収穫は根

重800gを目標に行い,1区当たり30株を調査した。
また,は種期から収穫期までの期間,デジタル温度記録

計 (佐藤計量器製作所 :SK― L200T)を 用いて毎正時に

それぞれの区の気温と地温を測定した。

3 試験結果及び考察

(1)各区の温度変化

は種期から収穫期までのトンネル内温度と地温を表 2に

示した。期間を通じて,①ポリトンネル■マット区力汽温,

地温とも高く推移し,②不織布十マット区,③不織布 トン

表 1 試験区の構成

試  験  区
① ポリフィルム (厚さ003m)ト ンネル+保温マット (本文,表中はポリトンネル+マ ット)
② 不織布 (パスライト)ト ンネル+保温マット (本文,表中は不織布+マ ット)
③ 不織布 (パスライト)ト ンネル

注 保温マットはホカホカマットである。

トンネル内地温保温方法

リトンネル+マ ット 83
53
60

不織布 +マ ット
不織布 トンネル

99  331  -06
96  318  -06
95   30 1

日最低は 1日 の最低気温・最低地温の平均
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表2 生育期間の温度条件 (平成11年11月～平成12年 4月 )

トンネル内気温    トンネル内地温

6    246     34   11 2   16 1

72    25 1   -03    94   144    6 1
2 1   100    14 6    6 8

注 日最高は 1日 の最高気温・最高地温の平均 ,
4
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表3 保温方法別の生育状況

32 7        106

286       92
205        79

保温方法

トンネル+マ ッ
41 1

314
311

31 7

31 2

1602
2690
1796
6

212
272
266
285

635
70 1

4523
5595

不織布+マ ット
不織布 トンネル

表4 収穫時の生育と収量 (kg/D

ネル区,④不織布べたがけ区の 3区に大きな差は認められ

なかった。ただし,②不織布+マ ット区はは種期から 1月

20日 の期間で欠測であった。

2)生育状況
保温方法別の生育調査の結果を表 3に示した。 1月 12日

調査では,地上部の生育が良かったのは①ポリトンネル+
マット区で,③不織布 トンネル区の生育は劣った。 3月 15

日の調査で,地上部の生育が良かったのは②不織布+マ ッ

ト区で,その他の区は大差なかった。地下部の生育は④不

織布べたがけが最も良く,順に③不織布 トンネル区,②不

織布+マ ット区で,①ポリトンネル+マ ット区は根径が小

さく,根重も他のどの区よりも小さかった。

また,それぞれの区の根重のばらつきは根重の小さい①

ポリトンネル+マ ット区で最も小さく,最も根重の大きかっ

た④不織布べたがけ区はばらつきも大きかった (図 1)。

13)収量及び品質

根重800gを目標としたときの収穫期は,④不織布べた

がけ区が3月 28日 ,②不織布+マ ット区と③不織布 トンネ

ル区が4月 4日 ,①ポリトンネル■マット区が4月 19日 で

あった。収穫時の生育は表 4の とおりである。抽だい率は

①ポリトンネル+マ ット区が186%,③不織布 トンネル区

が16%であり,②不織布+マ ット区と④不織布べたがけ

区では抽だいは認められなかった (表 4)。

総収量は①ポリトンネル+マ ット区で644kg/aと 最も

多かったが,抽だいや裂根などの下物が多く,上物収量は

370kg/aと総収量の574%であった。その他の不織布を

もちいた3区は総収量が550～600kg/aで ,その96～ 97%

が上物となり,上物収量は520～ 580kg/aと 高かった (表

4)。
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図 1 根重のばらつき (3月 15日調査時)

冬春期の無加温ハウスを利用し,比較的価格の高い 4月

にダイコンを収穫するためには,資材等を使用して保温す

ることが必要である。この場合の保温資材としては,不織

布の方がポリフィルムより,収穫時期が早くなること,抽

だい率が少なくなること,上物収量が多くなることから,

この作型に適していると考えられた。また,保温方法では

不織布を用いた区ではいずれも大差なかったため, トンネ

ルがけあるいはべたがけが,夜間に保温マット等を使用す

る方法に比べて,穴あけ換気や毎朝夕の被・除覆作業も必

要なく,資材費も安く抑えられるため,よ り実用的である

と考えられた。
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注 *:葉色はSPAD502測 定値である。
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